<被害者の情念>から<被害者の表現>へ 水俣病「一株運動」(1970年)における被害者・加害者対話を検討する by 小松原 織香
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 チッソは 1932 年からアセトアルデヒドの製造を開始し、工場排水を水俣湾に

















































 続いて、第二次漁民闘争が 1959 年 10 月に始まった。こちらは広域の約 1500
人の漁民たちが漁船で百間港に集合し、チッソに交渉を求めた。チッソは交渉



































































































の論（富樫［1995］、67-72 頁。初出は 1973 年）を参照した。 
26 前掲書、61 頁。（初出は 1970 年）。 











































































                                                  
29 渡辺［1972］、172 頁。（初出は 1971 年）。 
30 前掲書、170 頁。 
31 前掲書、171 頁。 













































































                                                  
36 以下は後藤自身の回想録である後藤［1995］（pp.138-141）を参照する。 
37 後藤［1995］、139 頁。 
38 同上。 
39 同上。 
















その結果を受けて、後藤は 7 月 21 日に水俣へ向かい、水俣病の被害者に会うこ
とになった42。 








                                                  
41 「東京・水俣病を告発する会」は 1970 年 6 月 28 日に結成集会を開いたところであった。後
藤は、同会の活動開始直後の第 1 回例会で一株運動の提案を持ち込んだことになる。 




ることに同意したという記事は、7 月 21 日付になっている。（『告発』第 17 号［1970 年 10 月
25 日］、1 頁）しかし、「東京・水俣病を告発する会」の機関紙『苦海』第 2 号では、「東京日誌」
という見出しの記事で、7 月 19 日の記録として「後藤弁護士水俣入り、持株運動についての患
者さんの基本的諒解を得る」（『苦海』［1970 年 9 月 15 日］、第 2 号、2 頁）と書いてある。日付
がずれているが、熊本の「水俣病を告発する会」と後藤の記述が一致するため、おそらく 7 月






































                                                  
45 同上。 
46 石牟礼［2011］（初出は 2004 年）、407 頁。石牟礼の『苦海浄土』を資料として参照するこ
































 以上の『告発』第 17 号に掲載された、「自分にとって水俣病とは何か」とい







































                                                  










62 同上。「片思い」という言葉は、『告発』第 17 号の「一株運動 私はこう思う」アンケートの






































































































































 一株運動は、1970 年 7 月 21 日に水俣で被害者が参加に同意を示し、その直
後に発行された熊本の「水俣病を告発する会」の機関紙『告発』第 14 号（1970
























                                                  
80 『告発』、第 14 号、1970 年 7 月 25 日、103 頁。 






























                                                  
82 変換の不揃いは原文ママ。 






また、後藤は 7 月 21 日の時点で水俣病の被害者から、一株運動に参加することの同意を得てい
る。この文脈の上で後藤の文章を理解する必要があるだろう。 
85 『苦海』、第 1 号、1970 年 8 月 15 日、2 頁。 
86 変換の不揃いは原文のママ。 













































第 15 号（1970 年 8 月１５日）でチッソの分割手数料の徴収は「悪らつな妨害91」
であると言及している。その上で、手数料を負担するためのカンパを募ってい



























                                                  
91 『告発』、第 15 号、1970 年 8 月 25 日、103 頁。 
92 『告発』、第 14 号、1970 年 7 月 25 日、103 頁。 
93 『苦海』、第 2 号、1970 年 9 月 15 日、1 頁。 
94 同上。 





































                                                  













































































                                                  
102 『告発』、第 17 号、1970 年 10 月 25 日、4-5 頁（縮刷版『告発』［1971］、136-137 頁）。 
103 前掲書、1-4 頁（縮刷版『告発』［1971］、133-136 頁）。 
104 以下、肩書きは当時のもの。 


































                                                  
106 前掲書、5 頁（縮刷版『告発』［1971］、137 頁）。 
107 前掲書、4 頁（縮刷版『告発』［1971］、136 頁）。 
108 前掲書、4-5 頁（縮刷版『告発』［1971］、136-137 頁）。 







































                                                  
112 前掲書、4-5 頁（縮刷版『告発』［1971］、136-137 頁）。 





後藤はこの『告発』第 17 号（発行は 10 月 25 日）の記事を受けて、前項の〈被































増していく。11 月 28 日の株主総会、その前日の 27 日の決起集会に向けて、支
                                                  



































                                                  
115 ビラ、熊本・水俣病を告発する会、東京・水俣病を告発する会、大阪・水俣病を告発する会、









































                                                  
118 ビラ、デイゴの会［1970 年 11 月 24 日］。 
88 
 
第 3 章 〈被害者の情念〉から〈被害者の表現〉へ 
 
 実際に一株運動が実行された 1970年 11月 28日のチッソ株主総会については、
多くの記録が残されている。「東京・水俣病を告発する会」は、機関紙『苦海』
第 5 号（1970 年 12 月 15 日）で、全 4 頁を一株運動のレポートに費やした。熊



























                                                  
119 土本の映画の撮影期間については、機関紙『告発』の「撮影日誌」に記録されている。土本
と助手の堀が、1970 年 7 月 6 日に到着し、ほかのスタッフも 8 日は揃っている。撮影を開始し
たのは 9 日である。（機関紙『告発』第 16 号［1970 年 9 月 25 日］、4-5 頁。縮刷版『告発』［1971］、
128-129 頁、参照。） 




























 一株運動は、1970 年 7 月に弁護士である後藤孝典が「東京・水俣病を告発す





護団は 9 月 26 日に一株運動への批判的な見解を出す。しかしながら、運動の機
運は高まり続け、水俣病の被害者は 11 月 28 日に大阪で開かれる株主総会へ出
                                                  
121 渡辺［2013］（初出、2006 年）、163 頁。 
122 前掲書、169 頁。 





















集合したが、その数は 1000 人を超えた127。 











                                                  
124 おいずる、と読む。巡礼用の白衣のこと。 





127 後藤［1995］、145 頁参照。「『水俣−−患者さんとその世界』採録シナリオ」、参照。 


































                                                  
129 「『水俣−−患者さんとその世界』採録シナリオ」。 







































                                                  
135 石牟礼［2011］（初出は 2006 年）、445 頁。 
136 同上。 
137 高野山金剛流の宝具で、御詠歌を歌うときに使う持鈴のこと。 




































                                                  






































144 石牟礼［2011］（初出は 2006 年）、413 頁。 
145 『苦海浄土』に登場する、水俣病患者の支援に奔走した市役所職員である。モデルとなった
のは赤崎覚。 
146 前掲書、434 頁。 






































                                                  
150 前掲書、363 頁。 
151 前掲書、295 頁。 

































                                                  
153 前掲書、408 頁。 
154 このことについて、石牟礼は水俣病訴訟の原告団長である渡辺も「巡礼行の本当の代表格は
義光どんじゃろう、と思っているふしがあった」（石牟礼［2011］（初出は 2006 年）、411 頁）
と書いている。石牟礼によれば、渡辺は「情況に応じて、まあ、役者もいろいろ出さにゃならん」
（前掲書、411 頁）と語り、田中を立てていた。 
155 石牟礼［2011］（初出は 2006 年）、299-303 頁参照。 





































158 石牟礼［2011］（初出は 2006 年）、365 頁。 
159 前掲書、362 頁。 
160 前掲書、362 頁。 





































                                                  
163 前掲書、371 頁。 





































                                                  
166 前掲書、373 頁参照。 
167 変換の不揃いはママ。 




































                                                  
































                                                                                                                                                  
にご詠歌を歌うた。あとからレコードを切ってしもうた。機械でやっとがおどん達に勝たんじゃ
ったんだからな」（『告発』、第 19 号、1970 年 12 月 15 日、5 頁。縮刷版『告発』［1971］、158
頁）。と語り、周囲は「われわれのご詠歌に心打たれたつですよ」（同上）と御詠歌の唱和がうま
くいったことを述べている。 
171 石牟礼［2011］（初出は 2006 年）、422-423 頁。 
172 前掲書、423 頁。 
173 同上。 









































                                                  
176 「『水俣−−患者さんとその世界』採録シナリオ」。 





































                                                  
178 「『水俣−−患者さんとその世界』採録シナリオ」。 









































































                                                  
181 石牟礼［2011］（初出は 2006 年）、426 頁。 
182 同上。 
183 前掲書、428 頁。 
184 同上。 







 この状況について、熊本の「水俣病を告発する会」の機関紙『告発』第 19 号

























                                                  




19 号、1970 年 12 月 15 日、3 頁。縮刷版『告発』［1971］、151 頁。） 
188 変換の不揃いは原文ママ。 





































                                                  





































                                                  
191 同上。 

















































































                                                  
195 後藤［1995］、148 頁。 
196 前掲書、148 頁。 
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訴人 チッソ株式会社、被控訴人 後藤孝典 外二六名、17-18 頁。 





 以上が、一株運動に対する後藤の見解である。この判決が出るまで 13 年の月
日が流れ、商法の改正によって株式が単元株で流通するようになったため、一






































































                                                  






































                                                  



































                                                  
204 『サンデー毎日』［1970 年 12 月 13 日］、164-167 頁、参照。 
205 『アサヒ芸能』［1970 年 12 月 10 日］、135 頁。 
206 前掲書、136 頁。 
207 『週刊読売』［1970 年 12 月 25 日］、42 頁。 
































は次年（1971 年）の 5 月、11 月に開かれるチッソ株主総会にも同様に乗り込も
うという論調の記事が複数掲載されている。ここでは、水俣病の被害者も参加
                                                  
209 表現ママ。 



































                                                  
214 『苦海』、第 5 号、1970 年 12 月 15 日、2-4 頁。しかしながら、一株運動はこの 1970 年 11
月 28 日のチッソ株主総会で絶頂を迎え、その後、縮小していく。1971 年 5 月にも一株運動は
実施されたが、水俣からの被害者の参加はなく、盛り上がりきらずに終わった。 
215 原文ママ。 
216 ビラ、K・T「個人のこと」（1970 年 12 月 19 日）。 
217 同上。 
218 同上。 




































                                                  
221 同上。 
222 林［1984］、57 頁。 
223 前掲書、59 頁。 




































                                                  
226 『告発』、第 16 号、1970 年 9 月 25 日、3 頁。（縮刷版『告発』、127 頁）。 
227 『苦海通信』、第 2 号、1971 年 10 月 15 日、5 頁。 























































































































                                                  
235 『苦海』、第 5 号、1970 年 12 月 15 日、3 頁。 
236 田中［1992］、（初出は 1972 年）、118 頁。 





















そこにある普遍性を抽出したかったからである。1970 年 11 月 28 日のチッソ株
主総会は、たくさんの偶然と個人の意思が重なり合う中で、奇跡のように成功

























































                                                  
240 渡辺［2017］、64 頁。（初出、1973 年）。 





































                                                                                                                                                  
名前を挙げてはいないが、おそらく熊本の「水俣病を告発する会」の渡辺京二や石牟礼道子のこ
とを指している。 
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【手書き資料】 
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追記：2019 年 8 月 5 日に若干の誤植の訂正を行なった。 
